しの 疵 もっかないだろう という 事 は、 彼の 仕事の 筋道 

を 一 通りで も 見て 通った 人の 等しく 承認し なければ な 

ら ない 事であろう。 

物理学の 基礎に なって いる 力学の 根本に 或る 弱点の 

あると いう 事 は 早くから 認められ ていた。 しかし 彼以 

前の 多くの 学者に は それ を どうしたらいい かが 分らな 

かった。 あるいは 大多数の 人 は 因襲 的の 妥協に 馴れて 

別に どうしょう とも 思わなかった。 力学の 教科書 はこ 

の 急所に 触れない ように 知らん顔 をして すまして いた _ 

それでも 実用 上の 多くの 問題に は 実際 差支えが なかつ 

たので ある。 ところが 近代に なって 電子な どと いう も 



他の 急所の 痛みが 消えた ために 一 層 鋭く 感ぜられて 来 

た。 しかし この 方の 手術 は 一層 面倒な ものであった。 

第一 に 手術に 使った 在来の 道具 はもう 役に立た なかつ 

た。 吾等の 祖先から 二 千年 来 使い 馴れた ュ— ク リツ ド 

幾何学で は 始末が 付かなかった。 その代りに なるべき 

新しい 利器 を 求めて いる 彼の 手に 触れた の は、 前世紀 

の 中頃に 数学者 リ— マンが、 そのような 応用と は 何の 

関係 もな しに 純粋な 数学 上の 理論的の 仕事と して 残し 

きた 

ておいた 遺物であった。 これ を 鰊え 直して 造った 新し 

い 鋭利な メスで、 数千 年来 人間の 脳の 中に へばり付い 

ていた いわゆる 常識的な 時空の 観念 を 悉^ 削り取 つ た。 



アル ベルト • アイ ンシ ユタ イン は 一 八 七 九 年 三月の 

出生で ある。 日本なら ば 明治 十二 年 卯 歳の 生れで 数え 

年 四十 三 (大正 十 年) になる 訳で ある。 生れた 場所 は 

南 ドイツで ド ナウの 流れに 沿うた 小都巿 ウルムで ある。 

今の ドイツで 一 番 高い ゴチックの 寺 塔の あると いう 外 

に は 格別 世界に 誇る ベ き 何物 を も 有た な いらし いこの 

巿名は 偶然に この 科学者の 出現と 結び付けられる 事に 

なった。 この 土地に おける 彼の 幼年時代 について 知り 

得られる 事実 は 遺憾ながら 極めて 少ない。 ただ 一 つの 

逸話と して 伝えられて いるの は、 彼が 五 歳の 時に、 父 

から 一 つの 羅針盤 を 見せられた 事が ある、 その 時に、 



う 云った 二 ー チェ のにが にがしい 言葉が 今更に 強く 

吾々 の 耳に 響く ように 思われる。 

彼の 学校 成績 は あまりよ くなかった。 特に 言語な ど 

を 機械的に 暗記す る 事の 下手な 彼に は 当時の 軍隊式な 

詰め込み 教育 は 工合が 悪かった。 これに 反して 数学的 

推理の 能力 は 早くから 芽 を 出し 初めた。 計算 は 上手で 

なくても 考え方が 非常に 巧妙であった。 ある 時 彼の 伯 

父に 当る 人で、 ェ業技師をしてぃる^ -— コブ • ァ イン 

シュ タインに、 代数学と は 一体 どんな もの かと 質問し 

た 事が あった。 その 時に 伯父さんが 「代数と いうの は、 

あれ は 不精 ものの ずるい 計算 術で ある。 知らない 答 を 



X と 名 づけて、 そして それ を 知っている ような 顔 をし 

て 取扱って、 それと 知っている ものとの 関係 式 を 書く。 

そこから この X を 定める という 方法 だ」 と 云って 聞か 

ひょうきん 

せた。 この 剽軽な、 しかし 要 を 得た 説明 は 子供の 頭 

に 眠って いる 未知の 代数学 を 呼び覚ま すに は 充分で 

あった。 それから 色々 の 代数の 問題 は ひとりで 楽に 解 

ける ようになった。 始めて、 幾何学の ピタゴ ラスの 定 

理に 打つ かった 時には それでも 三 週間 頭 を ひねった が、 

おしまいに は 遂に その 証明に 成 効した。 論理的に 確実 

な ある 物 を 捕える 喜び は、 もうこの 頃から 彼の うら 若 

い 頭に 滲み渡つ ていた。 数理に 関する 彼の 所得 は 学校 



事 を 保証した。 また アイ ンシ ユタ イン は 進まなかった 

らしい の を、 すすめて 自身の 弁明 書 を 書かせ、 これ を 

同じ 新聞に 掲げた。 その 短い 文章 は 例の 通り キビ キビ 

として 極めて 要 を 得て いるの は 勿論で あるが、 その 行 

文の 間に 卑怯な 迫害者に 対する 苦々 しさが 滲透して い 

るよう である。 彼に 対する 同情者 は 遠方から 電報 をよ 

こしたり した。 その 中には マ クス. ラインハルトの 名 

も 交じって いた。 

その後 ナウ ハイムで 科学者 大会の あった 時、 特に そ 

の 中の 一 日 を 相対論の 論評に あてがった。 その 時の 会 

場 は 何となく 緊張して いたが 当人の アイ ンシ ュ タイン 



のんき 

は 極めて 呑気な 顔 をして いた。 レナ— ドが 原理の 非難 

を 述べて いる 間に、 かって フィル ハル モニ ー で 彼の 人 

身 攻撃 を や つ た 男が 後ろの 方の 席から 拍手 をしたり し 

た。 しかし レナ— ドの 急き込んだ 質問 は、 冷静な、 し 

かも 鋭い 答弁で 軽く 受け流さ れた。 

レナ ー ド 「もし 実際 そんな 重力の 『場』 があるなら、 

何 かもつと 見やす い (anschaulich) 現象 を 生じそう 

な もので はない かご 

アイ ンシ ユタ イン 「見やす いと か 見やす くないと か 

いう 事 は 時代と ともに 変る もので、 云わば 時の 函数で 

あります。 ガリ レ— の 時代の 人に は 彼の 力学 はよ ほど 



見やす くない ものだった でしよう。 いわゆる 見やす い 

観念な どと 称する もの は、 例の 『常識』 『健全な 理知』 

(TOesunder Menschenverstand) と 称する も y と 同様 

にず い ぶ ん 穴 だらけな もの かと 思います ご 

この 返答で 聴衆が 笑い出し たと 伝えられ ている。 こ 

の 討論 は 到底 相撲に ならな いで 終結した らしい。 

今年 は 米国へ 招かれて 講演に 行った。 その 帰りに 英 

国で も 講演 を やった。 その 当時の 彼の地の 新聞 は 彼の 

風采と 講演ぶ リを 次のように 伝えて いる。 

「 …… 。 ちょっと 見たところ では 別に 堂々 とした 様子 

など はない。 中背で、 肥って いて、 がっしりし ている。 



「不思議な、 人 を牽き 付ける 人柄で ある。 干からびた 

いわゆる プロ フエ ッサ— と はだい ぶ 種類が ちがって い 

る。 音楽家と でもい うような 様子が あるが、 彼 は 実際 

にそうで ある。 数学が 出来る と 同じ 程度に ヴ アイ オリ 

ンが 出来る。 充分な 情緒と 了解 を もって モザ ルト、 

シュ— マン、 バッハな ど を 演奏す る …… ご 

私が 初めて アイ ンシ ュ タインの 写真 を 見た の は K 君 

のと ころで であった。 その 時に 私達 は 「この 顔 は 夢 を 

見る 芸術家の 顔 だ」 というよ うな 事 を 話し合った。 と 

ころが この 英国の 新聞記者 も 同じような 事 を 云つ てい 

るの を 見る と、 この 印象 はいくら か 共通な もの かもし 



運動す る 「もの」 と 空間と が 物質的で ないだ けで ある。 

文学に も 無関心で はない そうで ある。 ただ 忙しい 彼 

に は 沢山 色々 の もの を 読む 暇がない のであろう。 

シ ェ ー ク スピア を 尊敬して ゲ— テを それほどに 思わな 

いらし い。 ドスト エフ スキ— 、セル バン テス、 ホ ー マ—、 

スト リンドべ ルヒ、 ゴッ トフ リ ー ド. ケラ 1* 、 こん 

な 名前が 好きな 方の 側に、 ゾラ や イブ センな どが 好か 

ない 方の 側に 挙げられ ている。 この 名簿 も 色々 の 意味 

で 吾々 に は 面白く 感じられる。 

* ゴッ トフ リ —ド. ケラ— と は どんな 人 かと 思つ 

て小宫 君に 聞いて みると、 この 人 (一八 一九 I 一 



八 九 〇) は スイス チュ— リヒの 生れで、 描写の 細 

かい、 しかし 抒情 的 気分に 富んだ 写実 小説家 だ そ 

うで ある。 

哲学者の 仕事に 対する 彼の 態度 は 想像す るに 難くな 

い。 ロック ゃヒュ ー ムゃ カントに は 多少の 耳 を 借して 

も、 へ ー ゲル や フィヒテ は 問題に ならない らしい。 こ 

れ はそう ありそうな 事で ある。 とにかく 将来の 哲学者 

は 彼から 多く を 学ばねば なるまい。 ショ ー ペン ハウ 

ァ ー と 二— チ ェ は 文学者と して 推賞す るの だそう であ 

る。 しかし 二 ー チェ は あんまり ギ ラギラ している 

(glitzemd) と 云って いる。 



歌 者で ない 事 だけ は 想像され る。 少なくも 彼の 頭が 鉄 

と 石炭ば かりで 詰ま つ て いない 証拠に はなる かと 思う。 

彼 はま だ これからが 働き盛り である。 彼が 重力の 理 

論で 手 を 廻さなかった 電磁気 論 は、 ワイルに よって 彼 

の 一 般 相対性原理の 圏内に 併合され たようで ある。 こ 

れが成 効で あると しても、 まだ 彼の 目前に は 大きな 問 

題が 残されて いる。 それ は いわゆる 「素 量」 の 問題で 

ある。 この 問題に も 彼 は 久しい 前から 手 を 付けて いる。 

今後 彼が これ を どう 取り扱う かが 何よりの 見 もので あ 

ろう。 エジントンの 云う ところ を 聞く と、 ー投 相対 Is 



える 事になる かもしれ ない」 と 云って いる。 この 謎の 

ような 言葉の 解釈 を 彼 自身の 口から 聞く 事の 出来る 日 

が 来れば、 それ は 物理学の 歴史で おそらく 最も 記念す 

べき 日の 一 つになる かもしれ ない。 

(大正 十 年 十月 『改造』) 
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